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守ろう環境　マイバッグ古紙配合率１００％再生紙を使用しています

皆さんはどんなことをしてみたいですか？皆さんはどんなことをしてみたいですか？
ご意見やアイデアは、お近くの児童館へ。ご意見やアイデアは、お近くの児童館へ。

「光る泥だんごづくり」…大宮児童館
「親子で楽しく遊びながらコミュニケーショ
ンをはかり、ものを作りあげる達成感を皆で
共有するという欲ばりな企画が通ってしま
い、当初は講師の連絡先すら分らず途方にく
れました。当日は、子どもより親の方が夢中
になってしまいました。イベントを企画し、
主催するという経験は、非常に達成感のある
ものでした。」（企画したお母さんの感想）

○ 幼児から中高生までの異年齢の交流、世代を越えた
交流が進みました
学校、児童館、保育園、幼稚園の連携による、中学生の保育体
験、保育園卒園児の学童クラブ訪問、年長児の小学校訪問、子
どもまつり、もちつき、防災訓練、コンサートなど
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保健師・歯科衛生士・栄養士に相談できる育児懇談会の実施、保
健センターの母親学級からうまれた母親の自主グループ活動を児
童館で支援するなど

○乳幼児親子への支援が充実しました

○子育て中のお父さん、お母さんのアイデアによ
る企画が実現しました
「光る泥だんごをつくろう！」「野菜づくりと収穫祭」「障
害を持つ子も一緒に楽しむ八丈太鼓」など

○親の声、地域の声が活かされた情報誌が多
くの地域で作られました

「心と体を育てる―小児科医と保育園から」「学校
生活での不安･希望･アドバイス」「子育て生き生き
BOOK・パパの活躍、ママの 癒 し術」「地域危険個

いや

所マップ」など

同じ地域で働いている幼稚園・小学校・中学校の教員と、児童館・保育
園・保健センター等の職員の連携事業の実施や、子どもをめぐる地域の状
況についての懇談会開催など

○行政職員、教員の交流が活発になり、相互理解が進みました

西田小学校地域の合同事業…「中学生の合唱や力
強いロックンソーランの発表は、躍動感と頼もし
さにあふれ、小学校をはじめ地域のお年寄りや大
人からの大きな拍手が、体育館に響きました。生
きいきと参加してくれた中学生が、『かっこいいお
兄さん、お姉さん』として小学生や地域の大人た
ちに再認識される、ステキな一日でした。」
（参加したお父さんの感想）

○ 地域の意見交換が活発になりました

親・ＰＴＡ・青少年委員・教員・保育士・保健師・児童館職員
などが、子育ての楽しさと悩みについて話し合う懇談会やシン
ポジウムの実施

入学予定家庭と小学校の懇談・交流の会「小学校
ってどんなとこ？」…松ノ木小学校地域連絡会区
民メンバーの「地元の小学校についてよく知りた
い」という発案により、校長先生のお話、教員や
先輩保護者とのテーマ別懇談（「新1年生の学校生
活」「先輩母さんからアレコレ情報」「学童クラ
ブ」）、6年生の阿波踊り、年長児の学校探検など、
盛りだくさんの内容で実施。50組近くの親子が参
加し、大変熱心な話し合いが行なわれました。

たたくくささんんのの育育児児情情報報がが氾氾濫濫すするるななかかでで、、子子育育ててをを楽楽ししめめななかかっったたりり辛辛
はんらん つら

くく感感じじたたりりすするる親親ををななくくししたたいい――地地域域子子育育ててネネッットトワワーーククはは、、親親がが子子
育育ててをを楽楽ししめめるるよよううにに、、ままたた、、子子どどももがが元元気気にに育育っってていいけけるるよよううにに、、
区区民民とと行行政政がが手手をを携携ええてて進進めめてていいくく、、地地域域づづくくりりでですす。。
１１１１年年４４月月かからら、、小小学学校校区区域域をを基基本本にに、、各各小小学学校校・・保保育育園園・・保保健健セセンンタタ
ーー・・児児童童館館ななどどのの行行政政機機関関がが連連絡絡会会ををつつくくりり、、地地域域のの皆皆ささんんとと意意見見交交
換換ををししたたりり、、協協力力ししてて様様々々なな事事業業をを行行っっててききままししたた。。
今今回回、、そそののううちちののいいくくつつかかのの事事業業をを紹紹介介ししまますす。。

――問問いい合合わわせせはは、、児児童童青青少少年年セセンンタターー��３３３３９９３３‐‐４４７７６６００へへ。。
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施
策
に
つ
い
て
の
主
な
取
組

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
良
質
な
公
的
賃
貸
住

宅
の
確
保
と
ス
ト
ッ
ク

活
用

●
「
都
営
住
宅
区
移
管
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
区
内
の
都
営

住
宅
を
よ
り
区
民
に
身
近
な
区

の
管
理
下
に
計
画
的
に
移
管

し
、
区
営
住
宅
の
確
保
・
整
備

を
進
め
ま
す
。

●
「
区
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用

計
画
指
針
」
に
基
づ
き
、
区
営

住
宅
の
計
画
的
な
建
替
え
を
進

め
ま
す
。
そ
の
際
、
多
様
な
入

居
者
を
想
定
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
（
多
く
の
人
に
快

適
な
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
）
の
採

用
や
、
可
変
性
の
高
い
構
造
な

ど
新
た
な
需
要
へ
の
対
応
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
中
堅
所
得
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯

を
対
象
と
し
た
都
民
住
宅
の
整

備
に
つ
い
て
、
都
と
連
携
し
供

給
を
要
請
し
ま
す
。

●
都
営
住
宅
や
公
団
・
公
社
の

住
宅
団
地
の
建
替
え
に
あ
た
っ

て
は
、
区
民
の
需
要
に
応
じ
た

住
戸
の
整
備
や
地
元
割
当
枠
の

確
保
な
ど
を
要
請
し
ま
す
。

�
良
質
な
民
間
住
宅
の

整
備
誘
導

●
住
宅
建
材
な
ど
が
人
体
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
、い
わ
ゆ
る「
シ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
に
つ
い

て
の
知
識
と
対
策
に
つ
い
て
情

報
提
供
を
進
め
る
と
と
も
に

「
健
康
住
宅
」
に
つ
い
て
研
究

し
、区
民
や
事
業
者
へ
の
普
及
・

啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

み
ど
り
や
水
の
保
全
回
復
な
ど

環
境
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く

り
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
の

普
及
や
相
談
体
制
を
充
実
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
建
設

な
ど
に
際
し
て
、
雨
水
流
出
抑

制
対
策
や
屋
上
緑
化
を
普
及
し

て
い
く
た
め
の
支
援
・
誘
導
を

行
い
ま
す
。

●
誰
に
で
も
暮
ら
し
や
す
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
の
普
及
に
向
け
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
を
通

し
て
、
区
民
や
事
業
者
へ
の
普

及
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
「
住
宅
の
品
質
確
保
の
保
証

等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

住
宅
性
能
表
示
基
準
に
つ
い
て

適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
中
古
住
宅
に
お
け

る
性
能
評
価
・
性
能
表
示
の
拡

充
・
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
し

ま
す
。

●
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正
な

管
理
・
計
画
修
繕
を
誘
導
す
る

た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
管
理
相
談
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

世
紀
の
成
熟
社
会
に
お
い

２１
て
は
、
こ
れ
ま
で
杉
並
に
蓄
積

さ
れ
た
社
会
資
本
や
都
市
機
能

を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

新
規
建
設
を
主
と
し
た
住
宅
施

策
か
ら
、
既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ

ク
を
有
効
に
活
用
す
る
住
宅
施

策
へ
と
新
た
な
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
区
は
、
こ
れ
ま

で
の
公
共
住
宅
を
中
心
と
し
た

住
宅
施
策
か
ら
公
共
、
民
間
を

合
わ
せ
た
住
宅
全
体
を
対
象
と

し
、
公
共
部
門
と
民
間
部
門
が

役
割
を
分
か
ち
合
う
考
え
方
に

立
ち
、
市
場
の
活
用
を
重
視
し

た
住
宅
施
策
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

施
策
の
立
案
や
実
施
に
際
し

て
、
広
く
区
民
が
参
加
で
き
る

仕
組
み
の
充
実
、
民
間
住
宅
事

業
者
な
ど
と
の
協
議
・
連
携
・

協
力
を
進
め
る
仕
組
み
の
整
備

を
図
り
な
が
ら
、
区
は
、
住
宅
・

住
環
境
に
関
す
る
実
態
・
情
報

の
把
握
に
努
め
、
区
民
お
よ
び

事
業
者
の
住
宅
・
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
の
た
め
の
相
談
機
能
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
機
能
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
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住
宅
整
備
の
基
礎
と
な
る
人

口
、
一
般
世
帯
数
、
住
宅
数
を

　

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
、
約
五
〇

２２万
六
〇
〇
〇
人
、
約
二
八
万
世

帯
、
約
三
〇
万
戸
と
見
込
み
、

　

年
度
ま
で
の
住
宅
整
備
の
目

２２

標
量
を
六
万
三
〇
〇
戸
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
の
質
的

向
上
を
図
る
た
め
、
最
低
居
住

水
準
に
満
た
な
い
世
帯
の
解
消

と
、
可
能
な
限
り
誘
導
居
住
水

準
の
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
杉
並
区
住
宅

基
本
条
例
に
基
づ
き
「
杉
並
区

　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
の

２１た
め
、
住
宅
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
展
開
す
る
た
め
の

基
本
と
な
る
計
画
で
あ
り
、
杉

並
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
の
課
題
別
計
画
と
な
る
も

の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

区
民
・
事
業
者
・
お

よ
び
区
が
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
、
良
好
な
住

環
境
の
下
で
、
良
質
な

住
宅
を
確
保
し
、
一
人

ひ
と
り
が
ゆ
と
り
あ
る

住
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
住
宅
施
策
の
基
本

目
標
を
「
と
も
に
つ
く

り　

と
も
に
暮
ら
す
す

ぎ
な
み
の　

い
え
・
ひ

と
・
ま
ち
」と
し
、い
え
・

ひ
と
・
ま
ち
の
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
目
標
を

定
め
て
い
き
ま
す
。

〈住宅整備の目標〉

建替え等による
住宅整備

新規建設による
住宅整備

平成１３～２２年度の
住宅整備の目標量区　　分

４８,１００戸１２,２００戸６０,３００戸住宅総数

１３,６００戸４,８００戸１８,４００戸持ち家

６,９００戸１,２００戸８,１００戸公的関与による
住宅

３４,５００戸４,９００戸３９,４００戸賃貸住宅

２,２００戸６００戸２,８００戸公共賃貸住宅

３０,１００戸４,０００戸３４,１００戸民間賃貸住宅

１,６００戸４００戸２,０００戸公的関与による
住宅

２,２００戸３００戸２,５００戸給与住宅

―２,５００戸２,５００戸居住世帯なし住宅の
増加分

※公的関与とは、密集住宅市街地整備促進事業、都市防災不燃化促進事業、住
宅改修、公庫融資など区がかかわるもの。

←

いえ・ひと・まち　の実現に向けて

ラランン（（平平成成１１３３～～２２２２年年度度））をを策策定定
区は、良好な住宅都市としての発展をめ
ざし、８年度に「杉並区住宅マスタープ
ラン」を策定し、さまざまな住宅問題に
取り組んできました。
しかし、策定から５年間が経過し、この
間に区を取り巻く社会経済状況および住
宅事情も大きく変化しています。そこで、
区では、このような状況を踏まえ、従来
の計画を見直し、新たに「杉並区住宅マ
スタープラン（平成１３～２２年度）」を策定
しました。その概要をお知らせします。

――問い合わせは、住宅課へ。
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強
化
し
て
い
き
ま
す
。

�
ま
ち
づ
く
り
と
の
連

携
に
よ
る
住
ま
い
づ
く

り
の
支
援

●
木
造
密
集
地
区
に
お
け
る
老

朽
化
し
た
木
造
賃
貸
住
宅
な
ど

の
不
燃
・
耐
震
化
お
よ
び
共
同
・

協
調
建
替
え
の
誘
導
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

●
耐
震
診
断
・
改
修
に
つ
い
て

の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
工
事
の
支
援
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
や
相
談
体
制
を

充
実
し
て
い
き
ま
す
。

●
都
営
住
宅
や
公
社
・
公
団
住

宅
な
ど
の
建
替
え
に
あ
た
っ
て

は
杉
並
区
の
世
帯
特
性
に
応
じ

た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

住
宅
の
供
給
を
要
請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
良
質
な
住
環
境
の
見

本
と
な
る
よ
う
、
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
も
視
野
に
い
れ
た
も
の

と
な
る
よ
う
に
要
請
し
ま
す
。

●
区
内
の
公
共
建
築
物
や
道

路
・
公
園
・
公
共
交
通
機
関
な

ど
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
人
が

安
全
で
快
適
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

た
新
た
な
高
齢
者
向
け
賃
貸
住

宅
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
安

全
で
安
定
し
た
生
活
を
お
く
る

た
め
に
、
住
宅
の
改
造
に
つ
い

て
必
要
な
支
援
制
度
な
ど
の
情

報
提
供
や
相
談
体
制
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

●
住
み
慣
れ
た
住
宅
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
な
が
ら

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
部
門
の
連
携
体
制
を

�
高
齢
者
や
障
害
者
の

居
住
継
続
の
支
援

●
区
営
住
宅
の
建
替
え
に
際
し

高
齢
者
や
障
害
者
向
け
住
宅
の

整
備
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

国
や
都
の
高
齢
者
住
宅
事
業
を

活
用
し
た
住
宅
供
給
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

●
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き

創
設
さ
れ
た
「
高
齢
者
向
け
優

良
賃
貸
住
宅
制
度
」
を
活
用
し

〈浜田山駅→阿佐ケ谷駅　平日用〉
２０時８時～１９時７時停留所名番号
＃３０１５０４５＃３０１５０４５＃３０浜田山駅１５
３０１５０４５３０１５０４５３０浜田山駅西１６
３１１６１４６３１１６１４６３１人見街道入口１７
３２１７２４７３２１７２４７３２浜田山郵便局前１８
＃３４１９４４９＃３４１９４４９＃３４浜田山小学校南１９
３４１９４４９３４１９４４９３４浜田山小学校２０
３５２０５５０３５２０５５０３５児童交通公園入口２１
３６２１６５１３６２１６５１３６鎌倉街道２２
３７２２７５２３７２２７５２３７三年坂２３
３８２３８５３３８２３８５３３８善福寺川緑地２４
４０２５１０５５４０２５１０５５４０杉並高校２５
４３２８１３５８４３２８１３５８４３中央広場２６
４３２８１３５８４３２８１３５８４３阿佐ケ谷住宅南２７
４４２９１４５９４４２９１４５９４４阿佐ケ谷住宅東２８

４５３０１５０４５３０１５０４５杉並税務署２９
４６３１１６１４６３１１６１４６水道局営業所前２９‐２
＃４８３３１８３＃４８３３１８３＃４８杉並区役所前３０
＃４９３４１９４＃４９３４１９４＃４９阿佐谷南一丁目３１
＃４９３４１９４＃４９３４１９４＃４９中杉通り３２

〈浜田山駅→阿佐ケ谷駅　休日用〉
１９時８時～１８時停留所名番号
０４５＃３０１５０浜田山駅１５
０４５３０１５０浜田山駅西１６
１４６３１１６１人見街道入口１７
２４７３２１７２浜田山郵便局前１８
４４９＃３４１９４浜田山小学校南１９
４４９３４１９４浜田山小学校２０
５５０３５２０５児童交通公園入口２１
６５１３６２１６鎌倉街道２２
７５２３７２２７三年坂２３
８５３３８２３８善福寺川緑地２４
１０５５４０２５１０杉並高校２５
１３５８４３２８１３中央広場２６
１３５８４３２８１３阿佐ケ谷住宅南２７
１４５９４４２９１４阿佐ケ谷住宅東２８
１５０４５３０１５＊０杉並税務署２９
１６１４６３１１６＊１水道局営業所前２９‐２
１８３＃４８３３１８＊３杉並区役所前３０
１９４＃４９３４１９＊４阿佐谷南一丁目３１
１９４＃４９３４１９＊４中杉通り３２

〈阿佐ケ谷駅→浜田山駅　平日用〉
２１時２０時８時～１９時停留所名番号
＃０４５３０１５＃０４５３０１５＃０阿佐ケ谷駅０
＃０４５３０１５＃０４５３０１５＃０中杉通り１
＃１４６３１１６＃１４６３１１６＃１阿佐谷南一丁目２
＃２４７３２１７＃２４７３２１７＃２杉並区役所前３
４４９３４１９４４９３４１９４杉並税務署４
５５０３５２０５５０３５２０５阿佐ケ谷住宅東５
９５４３９２４９５４３９２４９中央広場６
９５４３９２４９５４３９２４９阿佐ケ谷住宅西７
１０５５４０２５１０５５４０２５１０杉並高校８
１０５５４０２５１０５５４０２５１０善福寺川緑地９
１２５７４２２７１２５７４２２７１２杉並第二小学校１０
１４５９４４２９１４５９４４２９１４鎌倉街道１１
１４５９４４２９１４５９４４２９１４成田西幼稚園前１１‐２
１５０４５３０１５０４５３０１５＊０児童交通公園入口１２
１６１４６３１１６１４６３１１６＊１浜田山小学校１３
２０５５０３５２０５５０３５２０＊５浜田山みどりの里１４

（注）１．休日用＝土曜・日曜、祝祭日、１２月３０日～１月３日の年末年始。２． �：浜田山駅経由永福町営業所行き。３．＊：８時台は運行しません。４．＃：車いす乗降用リフトがご利用になれます
（整備・点検で運行できない場合があります）。５．渋滞などにより遅延することがありますので、ご了承ください。
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住
宅
市
街
地
は
、
地
区
特
性

に
応
じ
た
整
備
を
進
め
、
住
環

境
整
備
施
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
市
街
地
整
備

を
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
地
区

と
し
て「
住
宅
整
備
重
点
地
区
」

を
一
五
カ
所
設
定
し
ま
し
た
。

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

←

杉杉並並区区住住宅宅ママススタターーププ
ともにつくり　ともに暮らす　すぎなみの

〈阿佐ケ谷駅→浜田山駅　休日用〉
１９時８時～１８時停留所名番号
３０１５＃０４５３０１５＃０阿佐ケ谷駅０
３０１５＃０４５３０１５＃０中杉通り１
３１１６＃１４６３１１６＃１阿佐谷南一丁目２
３２１７＃２４７３２１７＃２杉並区役所前３
３４１９４４９３４１９４杉並税務署４
３５２０５５０３５２０５阿佐ケ谷住宅東５
３９２４９５４３９２４９中央広場６
３９２４９５４３９２４９阿佐ケ谷住宅西７
４０２５１０５５４０２５１０杉並高校８
４０２５１０５５４０２５１０善福寺川緑地９
４２２７１２５７４２２７１２杉並第二小学校１０
４４２９１４５９４４２９１４鎌倉街道１１
４４２９１４５９４４２９１４成田西幼稚園前１１‐２
４５３０１５０４５３０１５＊０児童交通公園入口１２
４６３１１６１４６３１１６＊１浜田山小学校１３
５０３５２０５５０３５２０＊５浜田山みどりの里１４

キ リ ト リ

「
杉
並
仕
様
」の
イ
メ
ー
ジ

▽
環
境
に
や
さ
し
い
住
ま
い

・
屋
根
や
屋
外
の
緑
化
、
壁

面
緑
化
、
敷
地
内
の
緑
化

・
太
陽
光
や
風
力
を
利
用
し

た
発
電

▽
ひ
と
に
や
さ
し
い
住
ま
い

・
人
体
に
影
響
を
与
え
な
い

建
材
、
素
材
の
使
用

・
採
光
や
通
風
へ
の
設
計
上

の
配
慮

▽
長
持
ち
す
る
住
ま
い

・
住
む
世
帯
の
家
族
構
成
が

変
わ
っ
て
も
長
く
住
み
続

け
ら
れ
る
可
変
性
の
高
い

仕
様

・
耐
久
性
の
高
い
建
材
・
素

材
の
使
用

▽
住
人
同
士
の
交
流
を
促
す

住
ま
い

・
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す

る
人
が
共
同
で
住
宅
の
設

計
、
建
設
発
注
を
行
う
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
住
宅
へ

の
支
援

・
高
齢
者
な
ど
が
グ
ル
ー
プ

で
共
同
生
活
を
行
う
、
グ

ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
へ
の
支

援

�
と
も
に
つ
く
る
「
す

ぎ
な
み
の
い
え
」
へ
の

支
援

●
こ
れ
か
ら
の
良
質
な
住
宅
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
、区
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

事
業
者
な
ど
と
一
体
と
な
り
、

杉
並
区
に
ふ
さ
わ
し
い
住
宅
を

協
議
し
、
区
の
推
奨
す
る
「
杉

並
仕
様
住
宅
」
と
し
て
取
り
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

※
上
記
「
杉
並
仕
様
」
の
イ
メ

ー
ジ
参
照
。

　

住
ま
い
の
あ
り
方
を
ま
ち
づ

く
り
や
福
祉
お
よ
び
健
康
な
ど

多
面
的
に
と
ら
え
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
ス
ト
ッ
ク
の

活
用
や
良
質
な
住
宅
の
供
給
を

図
る
た
め
に
は
、
区
民
、
事
業

者
お
よ
び
区
と
の
連
携
・
協
力

が
必
要
で
す
。
特
に
、
杉
並
に

ふ
さ
わ
し
い
住
宅
仕
様
の
検
討

に
際
し
て
、
区
民
や
事
業
者
を

主
体
と
す
る
検
討
組
織
の
結

成
、
住
ま
い
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

に
よ
り
、
区
民
の
方
が
住
ま
い

づ
く
り
に
積
極
的
に
か
か
わ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆

「
杉
並
区
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
住
宅
課
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
は
、

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲

載
し
ま
す
。
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�
�
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平成１４（２００２）年４月２１日（日曜日）

区
立
小
学
校
フ
レ
ッ
シ
ュ

補
助
教
員

　

区
立
小
学
校
に
、
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
方
式
に
よ
る
指

導
を
基
本
と
し
た
授
業
補
助
な

ど
を
行
な
う
た
め
の
若
手
補
助

教
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
勤
務
期
間
＝
９
月　

日
〜

１６

　

年
３
月　

日
の
六
カ
月
間
▽

１５

１５

勤
務
日
数
・
時
間
＝
月
二
〇
日

以
内
、
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

の
間
で
指
定
す
る
時
間
（
六
時

間
勤
務
）
▽
勤
務
場
所
＝
区
立

小
学
校
▽
資
格
＝　

歳
以
下

３０

（　

年
４
月
１
日
現
在
）
の
小

１４
学
校
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
方

▽
時
給
＝
一
三
〇
〇
円
▽
募
集

人
数
＝
二
〇
名
程
度
▽
そ
の
他

＝
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
加
入
、

採
用
時
に
健
康
診
断
要
受
診

内

（
費
用
自
己
負
担
）　

�
所
定

の
申
込
書
（
教
育
委
員
会
指
導

室
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
で
教

育
委
員
会
指
導
室
（
区
役
所
東

棟
六
階
）
へ
�
同
指
導
室

区
立
学
校
・
給
食
調
理

補
助
パ
ー
ト

　

�
勤
務
日
・
時
間
＝
給
食
を

実
施
す
る
日
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時

１５

間
）
▽
募
集
人
数
＝
若
干
名
▽

時
給
＝
一
一
四
〇
円
▽
そ
の
他

申

問

内

＝
有
給
休
暇
、
健
康
診
断
、
被

服
貸
与
あ
り
。交
通
費
支
給（
月

額
一
万
円
限
度
）。社
会
保
険
全

員
加
入
。
一
年
任
用
（
二
回
ま

で
更
新
可
）
�
写
真
を
は
っ
た

履
歴
書
に
調
理
パ
ー
ト
と
書
い

て
、
４
月　

日
ま
で
に
学
校
運

２６

営
課
職
員
係
（
区
役
所
東
棟
六

階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
�
同

係介
助
員（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

　

�
区
立
小
・
中
学
校
普
通
学

級
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
学
校
生
活
に
お
け
る
安

申

問

内

全
管
理
お
よ
び
介
助
▽
勤
務

日
・
時
間
＝
児
童
生
徒
登
校
日

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
３
時

１５

（
実
働
６
時
間
）
募
集
人
数
＝

若
干
名
�
障
害
児
教
育
に
理
解

の
あ
る　

歳
位
ま
で
の
方
�
学

４０

務
課
心
身
障
害
教
育
担
当

　

年
度
の
中
・
高
校
生

１４運
営
委
員
会
の
委
員

　

中
・
高
校
生
運
営
委
員
会
は
、

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
で
あ
る
中
・
高
校
生
の
代
表

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
中
・
高

校
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
施
設

対

問

に
す
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
意
見
を
の
べ
た
り
、
バ

ン
ド
、
ダ
ン
ス
の
ラ
イ
ブ
な
ど

の
自
主
企
画
事
業
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

�
活
動
日
＝
月
一
回
程
度
、

委
員
の
都
合
の
い
い
日
に
行
い

ま
す
�
区
内
に
在
学
、
在
住
の

中
・
高
校
生
一
〇
名
程
度
�
４

月　

日
〜
５
月　

日
に
直
接
、

２３

１１

児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

１
―　

―
３
）
へ
�
児
童
青
少

５６

年
セ
ン
タ
ー
事
業
係
�
３
３
９

３
‐
４
７
６
０

時
対

申

問

�
チ
ェ
コ
少
年
合
唱
団 

「
ボ
ニ
・
プ
エ
リ
」 

                
来
日
公
演

　

清
ら
か
な
少
年
の
声
と
青
年

の
低
音
部
の
加
わ
っ
た
重
厚
な

合
唱
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

�
７
月　

日
�
午
後
６
時　

１２

３０

分
開
演
（
６
時
開
場
）
�
セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

�
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
『
戴

時

場

内

冠
ミ
サ
』ハ
長
調
Ｋ　

よ
り「
ク

３１７

レ
ド
」、
チ
ェ
コ
民
謡
（
ス
メ
タ

ナ
）「
モ
ル
ダ
ウ
」（
日
本
語
）

ほ
か
�
大
人
三
五
〇
〇
円
、小
・

中
学
生
二
〇
〇
〇
円
（
全
席
指

定
）

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

販
売
開
始
＝
４
月　

日
�
午

２６

後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝
�
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
）
�
近

２９

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所
内

店
＝
�
�
と
も
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
�
杉
並
公
会
堂
＝

月
曜
休
館
・
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
�
各
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
＝
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
８
時

☆

　

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

費
問

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

�
憲
法
週
間 

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

と
映
画
の
集
い

　

�
５
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時　

分
（
１
時
開
場
）

２０

�
ル
ネ
こ
だ
い
ら
（
小
平
市
美

園
町
１
―
８
―
５
）
�
�
人
権
・

同
和
問
題
啓
発
映
画
「
泣
い
て

笑
っ
て
涙
し
て　

ポ
コ
ァ
ポ

コ
」
�
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

／
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
川
畠
成

道
�
無
料
�
七
〇
〇
名
（
先
着

順
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

都
総
務
局
人
権
部
�
５
３
８
８

‐
２
５
８
８

�
　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

時
場

内

費

定

申

問

�
心
身
障
害
者
共
同
作
業
所

希
望
の
家
福
祉
バ
ザ
ー

時

午
後
３
時
�
心
身
障
害
者
共
同

作
業
所
希
望
の
家
（
久
我
山
５

―　

―　

）
�
雑
貨
、
小
物
な

３６

１７

ど
の
販
売
、
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム

▽
出
品
物
の
提
供
を
募
集

　

タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
、
贈
答
品

な
ど
の
日
用
雑
貨
の
提
供
を
５

月　

日
ま
で
募
集
し
ま
す
（
衣

１５
類
を
除
く
）。

　

�
希
望
の
家
・
今
野
�
３
３

３
５
‐
３
７
７
４

�
　

日
本
の
伝
統
音
楽
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。（
区
共
催
）

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１１

午
後
７
時
�
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）
�
曲
目

２２

３２

＝
夕
顔
、
住
吉
、
雲
井
獅
子
、

童
夢
（
ド
ー
ム
）
ほ
か
全
三
〇

曲
�
無
料
�
当
日
、
直
接
会
場

へ
�
杉
並
三
曲
協
会
・
江
川
�

３
２
２
３
‐
２
９
６
１

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　

�
５
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
�
集
合
＝
上
井
草
保

１１

３０

健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８

―　

）
�
コ
ー
ス
＝
上
井
草
保

１９

場
内

問
杉
並
三
曲
協
会 定

期
演
奏
会

時

場

内

費

申

問時

場
内

健
セ
ン
タ
ー
↓
善
福
寺
川
沿
い

↓
荻
窪
↓
太
田
黒
公
園
�
無
料

�
当
日
、
直
接
集
合
場
所
へ
�

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
�
運
動
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い

�

栄
養
・
健
康
講
習
会

　

日
々
の
野
菜
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

　

�
５
月　

日
�
午
前　

時
〜

１５

１０

正
午
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
野
菜

２０

に
つ
い
て
の
お
話
と
調
理
実
演

（
試
食
あ
り
）
�
セ
ン
タ
ー
管

理
栄
養
士
�
区
内
在
住
の
方
�

三
〇
名
�
無
料
�
・
�
電
話
で

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

学
び
と
気
づ
き
の
会 

生
活
に
生
か
す
実
践
道
徳

　

�
４
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
）
�

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

）
�
�
モ
ラ
ロ
ジ
ー

１９

研
究
所
社
会
教
育
講
師
・
田
中

費

申

問

他

時
場

内

師

対

定

費

申

問

時

場

師

文
夫
�
無
料
�
五
〇
名
（
先
着

順
）
�
・
�
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
杉
並
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所
�
・　

５
３
０
０
‐
７
１
２

FAX

３
へ

�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

基
礎
介
護
講
座

　

実
技
中
心
に
学
び
ま
す
。

　

�
・
�
下
表
の
と
お
り
�
杉

並
区
社
会
福
祉
会
館
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１６

７
・
さ
ん
あ
い
公
社
の
あ
る
ビ

ル
）
�
家
族
を
介
護
す
る
た
め

に
学
び
た
い
方
、
地
域
の
助
け

合
い
の
た
め
に
学
び
た
い
方

で
、
全
日
出
席
で
き
る
方
�
二

〇
名
（
抽
選
）
�
無
料
�
往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に
、

申
し
込
み
理
由
も
書
い
て
、
５

月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
同
公

社
た
す
け
あ
い
サ
ー
ビ
ス
課
へ

�
同
課
�
５
３
０
６
‐
３
１
３

１「
区
民
健
診
要
指
導
者
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

区
民
健
康
診
査
の
結
果
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な

費

定

申

問

時

内

場

対

定

費

申

問

ど
の
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
検

査
デ
ー
タ
が
「
要
指
導
」
の
範

囲
に
あ
る
方
を
対
象
に
、
各
々

の
疾
病
や
健
康
的
な
食
生
活
・

運
動
な
ど
を
テ
ー
マ
に
「
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
教
室
を
修

了
さ
れ
た
方
に
は
、
健
康
的
な

生
活
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
、
日

々
の
生
活
の
中
で 
活 
か
せ
る
よ

い

う
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
実
践
教

室
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

�
・
�
右
表
の
と
お
り
�
健

康
推
進
課
�
３
３
９
１
‐
１
０

１
５ 時

場

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込先

●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢

E性別

F電話番号

（１人１枚）

記

入

例

▲チェコ少年合唱団

◆リサイクルひろば高井戸５月の講習会◆
締切日応募方法参加費募集人数日　　時講習会名

―電話で
先着順

１００円各日３名

（４月）３０日∏、
（５月）６日∑、
１１日º

午前１０時３０分～

生ごみたい肥
相談コーナー

５００円
（部品代実費）６名１１日º午前１１時

～正午自転車の手入れ方法

３００円
（部品代実費）１０名１１日º午後１時

３０分～２時３０分

自転車のパンクの直
し方・実技練習（自
宅で修理できる方法
を教えます）

６００円１０名２０日∑午後１時
３０分～３時３０分

リフォーム相談（着
物から簡単な洋服）

４月２８日
（必着）

往　復
ハガキ３００円各回１０名

４日ºA午後１
時～２時B２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習おう

※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐４�３３３１‐４３６０
水・木曜日休館）へ。ハガキ記入例参照（締切日必着）。申し込み多数の場合は、抽選。

〈５月のフォローアップ教室実施日〉
高脂血症高血圧糖尿病保健センター
２８日∏２１日∏１４日∏荻　窪
２３日∫１６日∫３０日∫高井戸
１４日∏２８日∏２１日∏高円寺
９日∫―３０日∫上井草
―２８日∏１４日∏和　泉

（注）１．どの保健センターでも受講できます。（午前１０時開始）２．
予約不要（受講時、健康手帳・健診結果を持参）３．６月以降の
予定は順次広報・区公式ホームページでお知らせします。

〈杉並区さんあい公社　基礎介護講座〉
講 師内 容月 日

さんあい公社
介護相談員
　内田　和子
　安保美那子
さんあい公社
保健師

○老いのこころ
○看る立場、看られる立場など５月

１４日∏ ○介護方法と実習・１
　体位交換、寝衣交換、移動、車いす介助
○お年寄りのかかり易い病気と介護
○介護方法と実習・２
　食事介助、清潔、排せつ介助、オムツ交換、
便利な介護用品について

１５日π

※時間は、いずれも午前９時～午後４時。

み み
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�
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�
�
�
�
�
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�
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�
�
�

�
杉
並
区
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
へ 

温
泉
セ
ン
タ
ー
（
日
帰

り
）
割
引
利
用
券
を
配

布
　

�
施
設
・
開
設
期
間
・
料
金

＝
下
表
の
と
お
り
▽
配
布
場
所

＝
国
民
健
康
保
険
課
（
区
役
所

東
棟
二
階
）、
区
民
事
務
所
・
分

室
、
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

�
国
民
健
康
保
険
課
管
理
係
�

内
問

他

♪
月
光
町
は
い
い
と
こ
だ
っ
ピ

　

オ
ラ
の
故
郷
は
月
光
町
じ
ゃ
な
い
け

ど
　

故
郷
み
た
い
に
や
さ
し
く
て

　

故
郷
み
た
い
に
あ
っ
た
か
だ
っ
ピ

　

月
光
町　

ピ
・
ピ
・
ピ

　　

こ
れ
は
私
・
大
地
が
作
っ
て
い
る「
お

じ
ゃ
る
丸
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
）
と
い
う
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
番
組
の
中
で
子
鬼
の
キ

ス
ケ
が
歌
っ
た
歌
。

　

ち
ょ
う
ど
「
月
光
町
」
を
「
杉
並
」

「
阿
佐
ケ
谷
」
に
置
き
換
え
る
と
、
自

分
の
心
境
に
ぴ
っ
た
り
な
ん
で
す
。

　

大
地
は
小
学
校
五
年
生
の
時
に
杉
並

に
越
し
て
き
ま
し
た
。
我
が
家
は
引
っ

越
し
魔
で
こ
の
地
に
来
る
ま
で
に
す
で

に
生
ま
れ
故
郷
高
崎
を
皮
切
り
に
、
日

本
橋
、
大
宮
を
経
て
き
ま
し
た
。

　

約
十
二
年
間
住
ん
で
、
両
親
が
横
浜

に
移
転
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
大
地
は

独
立
し
て
職
場
に
近
く
の
東
久
留
米
に

移
り
、
一
旦
杉
並
を
離
れ
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
後
、
再
び
こ
の
杉
並
に
戻

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
間
に
も
大
地
は
引
っ
越
し

を
繰
り
返
し
、
遠
く
は
石
川
県
金
沢
に

ま
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
家
を
建
て
る

た
め
に
落
ち
着
く
土
地
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
を
こ
の

「
杉
並
区
阿
佐
ケ
谷
」
に
選
ん
だ
の
は

こ
れ
は
も
う
こ
の
土
地
の
不
思
議
な
魔

力
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。

　

各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
大
地
は

「
俺
は
旅
人
な
の
さ
」
と
気
取
っ
て
い

た
ん
で
す
が
、
い
ざ
安
住
の
地
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
き
に

「
阿
佐
ケ
谷
」
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

不
思
議
で
す
。
二
十
二
年
前
に
住
ん

で
い
た
の
は
成
田
東
か
ら
浜
田
山
近
く

な
の
に
「
阿
佐
ケ
谷
」
が
懐
か
し
い
の

で
す
。
こ
こ
が
故
郷
だ
と
し
か
思
え
な

い
。
こ
の
町
に
住
ん
だ
瞬
間
か
ら
こ
こ

が
故
郷
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
。
こ

れ
は
大
地
だ
け
じ
ゃ
な
い
み
た
い
。
阿

佐
ケ
谷
に
住
む
ヨ
ソ
モ
ノ
の
多
く
が
同

じ
思
い
で
い
る
よ
う
で
す
よ
。
新
宿
辺

り
で
飲
ん
で
い
て
同
席
し
た
初
対
面
の

人
が
「
阿
佐
ケ
谷
」
に
住
ん
で
る
と
わ

か
っ
た
だ
け
で
今
日
か
ら
友
達
で
す
か

ら
ね
。
皆
た
か
だ
か
五
年
と
か
十
年
く

ら
い
な
も
ん
で
す
よ
、
こ
の
阿
佐
ケ
谷

に
来
て
。
こ
れ
は
他
の
地
で
は
味
わ
っ

た
こ
と
が
な
い
。

　

一
番
の
魅
力
は「
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

と「
中
杉
通
り
」。
車
の
入
り
込
ん
で
こ

な
い
商
店
街
は
い
い
な
あ
（
だ
か
ら
自

転
車
で
走
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い
な

あ
。
や
め
て
よ
ね
）。

　

中
杉
通
り
は
こ
れ
は
も
う
見
事
で

す
。
杉
並
の
宝
で
す
。
日
々
の
仕
事
に

追
わ
れ
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
も
気

が
つ
か
な
か
っ
た
大
地
が
、
こ
の
中
杉

通
り
の 
欅 
の
葉
の
変
化
だ
け
で
季
節
を

け
や
き

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

あ
あ
、
有
り
難
い
よ
ね
え
。
人
間
だ
よ

ね
え
。

　

あ
と
実
は
住
所
の
字
の
バ
ラ
ン
ス
に

も
こ
だ
わ
っ
た
ん
で
す
。「
大
地
丙
太

郎
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
ス
タ
ッ
フ

タ
イ
ト
ル
の
中
で
印
象
に
残
る
よ
う
に

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
デ
ザ
イ
ン
な
ん
で

す
。

　

同
じ
意
味
で「
杉
並
区
」「
阿
佐
ケ
谷
」

と
い
う
の
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
デ
ザ
イ

ン
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
自
分
の
住
所
を

書
く
の
に
、
ど
う
せ
な
ら
気
に
入
っ
た

デ
ザ
イ
ン
の
住
所
の
方
が
い
い
で
す
か

ら
ね
。
で
も
正
式
な
住
所
は
「
ケ
」
が

な
く
「
阿
佐
谷
」
な
ん
で
す
よ
ね
。
ま
、

そ
こ
が
ち
ょ
っ
と
不
満
。

【
大
地
丙
太
郎
Ｗ
ｅ
ｂ
】http

://w
w

w
5
c
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp
/̃a
k
ita
ro

h
/

割引利用できる温泉センターと利用料金
割引後料金開設期間施設名・場所
大人４００円
小人２００円

５月１日～
１５年３月３１日

数馬の湯
（檜原村）

大人４００円・小人２００円
別途入湯税がかかります
（１２歳以上１名につき５０円）

５月１日～
１５年３月３１日

もえぎの湯
（奥多摩町）

（注）１．大人は中学生以上、小人は小学生です。未就学
児は無料です。２．月曜日定休（祝日の場合は翌日）

�ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（ 
嗜 し

 
癖 
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

へ
き

　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
症

な
ど
の
各
依
存
症
や
、
摂
食
障

害
な
ど
（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

で
、
困
っ
て
い
る
家
族
の
方
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
月
一
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
苦

し
ん
だ
り
し
な
く
て
済
む
よ
う

に
同
じ
悩
み
を
も
つ
方
た
ち
の

相
互
援
助
の
た
め
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

�
原
則
と
し
て
、
第
二
金
曜

日
の
午
後
（
変
更
あ
り
）
�
高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）
�
無
料
�
・

２４

１５

�
お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
予
約（
荻
窪
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
／
高
井
戸
�
３
３
３

時

場

費

申

問

４
‐
４
３
０
４
／
高
円
寺
�
３

３
１
１
‐
０
１
１
６
／
上
井
草

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
／
和

泉
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
）

�
専
門
相
談
も
予
約
制
で
行
っ

て
い
ま
す

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
に
つ
い
て
の
無

料
相
談
会

　

�
５
月
８
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

他
時

場

申

当
日
、
直
接
会
場
へ
�
図
面
等

が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ

い◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
無
料
で
行
う
と
い
う
業
者

が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
業
者
は

区
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
早
め

に
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

�
建
築
課
建
築
監
理
係

他

問

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　

盲
人
会
館
（
南
荻
窪
３
―　
２８

―　

）
で
は
、
杉
並
区
視
覚
障

１０
害
者
福
祉
協
会
が
、
区
の
委
託

を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

�
・
�
盲
人
会
館
�
３
３
３

３
‐
３
４
４
４
へ

▽
一
般
の
方
を
対
象
に
、ハ
リ
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
三
療

（
ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
き
ゅ

う
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）
休

業
日
＝
毎
週
水
曜
日
、
第
三
月

曜
日
�
一
術
＝
初
回
四
〇
〇
〇

円
、
二
回
目
以
降
（
三
カ
月
有

効
）
三
六
〇
〇
円
／
二
術
＝
初

回
五
五
〇
〇
円
、
二
回
目
以
降

（
三
カ
月
有
効
）
五
〇
〇
〇
円

▽
三
療
施
術
者
を
募
集

　

ハ
リ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
き
ゅ

う
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
視
覚

障
害
者
で
、
自
営
ま
た
は
就
職

申

問

時
費

さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対

し
て
仕
事
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

▽
各
種
教
室

　

視
覚
障
害
者
な
ど
を
対
象
に

各
種
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

�
左
表
の
と
お
り
�
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

　

点
字
・
パ
ソ
コ
ン
は
視
覚
障

害
者
に
技
能
を
教
え
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
養
成
教
室
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内

費

　

�
電
話
で
、
５
月　

日
ま
で

１０

に
同
会
館
へ
。

▽
施
設
・
各
種
機
器
の
提
供

　

視
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
館
内
で

点
字
複
写
機
、
録
音
機
、
パ
ソ

コ
ン
、弱
視
者
用
拡
大
読
書
機
、

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
読
書
機
、

調
理
機
器
な
ど
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　

外
出
時
に
付
き
添
い
の
得
ら

れ
な
い
視
覚
障
害
者
に
、
歩
行

介
助
す
る
介
護
人
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

申

〈盲人会館の各種教室〉
開催日教室名（定員）

６月～１２月（８月を除く）の第
１～３火曜日と１５年１月の第
２・３火曜日の午前１０時～正
午（計２０回）

点　字
（２０名）Ａ

６月５・２６日、７月３・２４日、９
月４・１１・２５日、１０月２・２３・３０
日、１１月６日の午前１０時～正
午（計１１回）

パソコン
（１０名）Ｂ

６月２６日π、１５年２月１２日π
の午後１時３０分～３時３０分
（計２回）

三　療Ｃ

５月～１５年３月の第３水曜日
（８月を除く）の午前１０時３０分
～午後１時３０分（計１０回）

料　理
（１５名）Ｄ

（注）１．定員を超えた場合は、抽選。２．Ａ・Ｂ
＝ボランティアも参加できます。Ｂ＝視
覚障害者にパソコンを指導するアシスタ
ント養成のための講習。操作にあたって
はマウスを使わず、パソコンが発する合
成音を聞きながらキー操作する方法をマ
スターします。Ｃ＝三療資格が必要。Ｄ
＝男性の方も奮ってご応募ください。

�
ご
利
用
く
だ
さ
い　

�
�
�
�

利
用
券
一
枚
で
三
名
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
加

入
者
以
外
の
方
は
利
用
で
き
ま

せ
ん

▲「おじゃる丸」

　

区
は
、
８
年
２
月
に
策
定

し
た
環
境
基
本
計
画
の
改
定

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

杉
並
区
環
境
審
議
会
に
、

環
境
基
本
計
画
の
あ
り
方
に

つ
い
て
諮
問
す
る
と
と
も

に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
新
し

い
計
画
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

◇
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

「
わ
た
し
の
考
え
る
環
境
先

進
都
市
と
は
」

　

手
紙
・
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

ス　

３
３
１
２
‐
２
３
１
６

FAX

や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

５
月
７
日
ま
で
に
環
境
課
へ

（
字
数
や
形
式
は
問
い
ま
せ

ん
）。

　

例
「
区
民
・
事
業
者
・
区

が
日
常
か
ら
環
境
に
関
心
を

も
ち
、
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
が
自
然
に
と
れ
る
よ
う
な

ま
ち
」「
ま
わ
り
の
人
が
環
境

に
関
心
を
も
ち
環
境
問
題
が

話
題
に
な
る
ま
ち
」

　

そ
の
他
、
区
の
環
境
施
策

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

�
同
課

問

大
地
丙
太
郎（
だ
い
ち
あ
き
た
ろ
う
）

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
監
督
）…
�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�
�
�
�
�
��

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

X

散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道散歩道

「
杉
並
区
環
境
基
本
計
画
」の
改
定

^犬丸りん・NHK・NEP21
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年４月２１日（日曜日）

〈明るい選挙推進協議会〉

氏　名地区名氏　名地区名氏　名

奥野　倶養
萩原　ヨシ子
前田　やよひ

上荻窪
江口　幸子
大野　留吉
五本木　徳治
齋藤　正春
竹内　達雄
恒田　嘉夫
向笠　美加子

堀ノ内
松ノ木

横山　なつ子会　長

青沼　康子
津田　幸治副会長

嘉納　恵美子
河合　潤子
真壁　和子
米倉　ふよ子

清沓中通日�　道博
笠井　　博
松井　　�
嶋崎　節爾

会　員

小澤　俊雄
木村　恭子
近藤　　榮
福田　榮子
村上　辰枝

下井草

清水　　清
福島　昂一

高円寺
中　央

河合　かず子
寺田　かつ子

話しあい
指導員 淺田　　�

大河原　章雄
正路　裕己子
山森　平和
横溝　利之

高円寺北�浦　　格
川島　宏則
和田　　功
早川　利雄

選管委員
小美野　慎一
柿澤　好治
岸　　勝巳
田中　宣子
長土居　朋子
野田　幸作
本橋　昭八

上井草
坂下　恭二
関根　秀子
豊田　増三郎
宮崎　今朝則
三輪　純子

馬　橋〈明るい選挙推進委員〉

氏　名地区名

進藤　恩利
友常　千惠子
中島　英吉
松原　清子
緑川　登美
宮本　梅次
村山　京子
弓削田　庸惠

宮　前

相澤　東治
阿部　勝利
柿沼　健治
神林　　正
佐藤　久美子
清水　光三郎
玉野　文子
山崎　京子

阿佐谷

秋元　利雄
亀田　美智子
鴨下　�義
新戸　武久
鈴木　みちゑ
手塚　忠昭
宮川　　肇

方南和泉

川合　博子
小舘　雅子
牛膓　智恵子
中川　初美
松尾　和子
本橋　享子
山本　美佐子

高井戸

小松　重忠
菅谷　雅子
関根　太一郎
田口　忠男

天　沼
飯塚　純一
石井　みよ
石澤　正子
梯　　　敬
軽邉　和子
篠　　政弘
清水　幸子
寺島　寅夫
林　　武子
宮城　早苗
宮本　フク

下高永福 井上　啓輔
兼氏　久仁子
黒澤　正藏
�橋　アサ子
武田　冨乃
橘　　正行
東福　　博

成　田
梅村　充美
鍛治　道春
上池　昌男
木村　英俊
倉林　政雄
坂口　良夫
佐藤　ミツル
田村　碩子
刀禰　勇巳
松田　朱代
松本　嘉基
矢島　直子

公　募磯�　登代
香積　見一
倉持　雅代
神山　圭右
千葉　八千代
増澤　尚子

荻　窪

田嶋　吉子
田中　朋惠
藤枝　宏友
森�　　勇

和　田

● ● ● 宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド ● ● ●
直営施設

休館日申込方法料　　金施　　設

なし
６月の利用申し込み
　学校使用日以外は５月１０日から使用日の前日
まで、電話または区役所内窓口で受け付けます。
なお、５月１０日は電話のみの受け付け（受付順）
となります。
７・８月の利用申し込み
　専用ハガキで５月１日～１５日（必着）までに
郵送または区役所窓口へ持参。５月２０日に抽選。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

菅平学園
（長野県菅平高原）
@０２６８‐７４‐２２４０

７／３
教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
@０４２‐５９６‐０６９３

※すぎなみ荘・すぎなみ自然村の専用ハガキによる申し込みは終了しました。
問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）@３３１２‐６４３１（直通）へ
（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

民営化施設（民間事業者が経営しています）

弓ケ浜クラブ富士学園コニファー
岩櫃（いわびつ）

湯の里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ヶ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称
一般区民一般区民一般区民一般区民料金区分

７０００円５０００円
６４００円４４００円

７６００円５６００円８０００円５６００円大　人平
日

宿
泊
料
金
（
税
抜
き
）

６０００円４０００円５７００円３３００円子ども

７０００円５０００円
８６００円６６００円９０００円６６００円大　人休

前
日 ７０００円５０００円６７００円４３００円子ども

７月２０日～８月３１
日、１２月２９日～１月
３日は９００円増し

７月２０日～８月３１日
は休前日料金の１０００
円増し。１２月２９日～
１月３日は、休前日
料金の２０００円増し

４月２９日～５月５
日、７月２０日～８月
３１日、１２月２９日～１
月３日は休前日料金

４月２９日～５月５日、
８月１１日～８月１５日は
休前日料金。１２月２９日
～１月３日は休前日料
金の１０００円増し。和洋
室（ベット付和室）は
１日１室２０００円加算

その他

４月２７日º４月２７日º４月１日∑４月１５日∑利用開始日
宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

５４５９‐７８１１
（午前１０時～午後５時、
土曜・日曜・祝日を除く）

３２６３‐１５９０
（午前１０時～午後５時、
土曜・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後９
時、年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
（午前９時～午後８時、

年中無休）

電話番号
（受付時間）

申
込
先

５４５９‐７８００３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

（注）Ë区民料金（区内在住者のみ）で利用するためには、免許証・健康保険証・障害者手帳など区内在住の証明になる
もの（コピー可）を現地施設で掲示のうえ、書類に記入してください。また、区民で６５歳以上の方、障害者の方
は、区民料金からさらに１０００円差し引いた料金でご利用いただけます（お持ちいただけない時は、一般料金に
なります。また、払い戻しはしません）。È富士学園の宿泊料金は、小学生以上の料金です。Í弓ケ浜クラブの
料金は、５歳以上は同一料金です。Î宿泊の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは、予約可否の
返信をします。なお、近畿日本ツーリスト区役所内店では受け付けしません。Ï休業日など、さらに詳しくは
申込先へお問い合わせください（富士学園、弓ケ浜クラブは学校優先使用のため、利用できない日もあります）。

杉
並
区
廃
棄
物
の
処
理

及
び
再
利
用
に
関
す
る

規
則
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

区
で
は
、
ご
み
の
排
出
に
つ

い
て
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
大

規
模
建
築
物
等
へ
の
排
出
指
導

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
規
則

を
改
正
し
、
対
象
と
な
る
大
規

模
建
築
物
お
よ
び
事
業
用
大
規

模
建
築
物
の
延
べ
面
積
を
「
三

〇
〇
〇
�
以
上
」か
ら「
一
〇
〇

〇
�
以
上
」
に
し
ま
す
（
７
月

１
日
か
ら
施
行
予
定
）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
延
べ
面
積
が

「
一
〇
〇
〇
�
以
上
」
の
大
規

模
建
築
物
を
建
設
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
建
築
主
は
、
そ

の
建
築
物
ま
た
は
敷
地
内
に
一

般
廃
棄
物
の
保
管
場
所
お
よ
び

保
管
設
備
を
設
置
す
る
義
務
を

負
い
、
区
長
へ
の
設
置
届
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
用
大
規
模
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
建
築
物
か
ら
排
出
さ

れ
る
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
管

理
責
任
者
を
建
築
物
ご
と
に
選

任
し
、
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
所
有
者
は
再
利
用
に

関
す
る
計
画
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
、
建
築
主
は
建
築
物
ま

た
は
敷
地
内
に
再
利
用
の
対
象

と
な
る
物
の
保
管
場
所
を
設
置

す
る
よ
う
努
め
る
義
務
を
負

い
、
そ
れ
ぞ
れ
区
長
に
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

�
清
掃
管
理
課
清
掃
計
画
係

報
告
書
が
で
き
ま
し
た

�
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

す
杉
並
区
行
動
計
画
推
進
状
況

調
査
報
告
書

　

こ
の
報
告
書
は
、　

年
度
に

１２

お
け
る
各
施
策
の
具
体
的
な
事

業
実
績
と
事
業
の
有
効
性
な

ど
、
行
動
計
画
の
推
進
状
況
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

�
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
と
生
活
実
態
調
査
報
告
書

　
　

歳
以
上
の
区
民
を
対
象
に

２０
「
男
女
平
等
意
識
」「
職
業
・
職

場
」「
女
性
の
人
権
」
な
ど
に
つ

い
て
尋
ね
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
と
生
活
実
態
に
つ

い
て
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し

た
。

▽
報
告
書
を
差
し
上
げ
ま
す

　

�
推
進
状
況
調
査
報
告
書
、

�
実
態
調
査
報
告
書
の
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
（
と
も
に
無
料
）
を

問

ご
希
望
の
方
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
担
当
（
区
役
所
中
棟
二

階
）
ま
た
は
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
１
―　

―
３
）

５６

へ
。
な
お
、
�
実
態
調
査
報
告

書
は
、
区
政
資
料
室
（
区
役
所

西
棟
二
階
）
で
有
料
頒
布
（
四

〇
〇
円
）
し
て
い
ま
す
。

☆

　

�
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

 
菖
蒲 

し
ょ
う
ぶ 

湯 
の
無
料
入
浴
サ

ゆ

ー
ビ
ス　

　

�
５
月
５
日
�
午
後
４
時
〜

終
業
�
区
内
の
各
公
衆
浴
場
�

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
�
都

公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支
部
・
石

原
�
３
３
３
４
‐
８
４
０
２（
正

午
以
降
）

私
道
の
舗
装
工
事
・
雨

水
ま
す
の
清
掃
費
な
ど

を
助
成
し
ま
す

　

幅
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
公
共
性
の
あ
る
私
道
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

◇
舗
装
工
事

◇
雨
水
ま
す
の
清
掃

◇
排
水
設
備
工
事
（
下
水
道
本

問時
場

対
問

管
の
新
設
工
事
お
よ
び
老
朽
化

等
に
よ
る
改
修
工
事
）

　

�
・
�
都
市
整
備
部
維
持
課

私
道
整
備
担
当
（
成
田
東
３
―

　

―　

�
３
３
１
５
‐
４
１
７

１７

３０

８
）
へ

不
登
校
・
引
き
こ
も
り

無
料
相
談
会

　

�
４
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

午
後
７
時
（
区
後
援
）
�
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
・
ウ
ォ
ー

ム
（
荻
窪
４
―　

―
４
）
�
専

３２

門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�
Ν
Ρ
Ο
認

定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
岡
本
二
美

代
�
区
内
在
住
、
在
勤
の
不
登

校
、
引
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い

る
方
�
二
〇
名
�
無
料
�
・
�

電
話
で
ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
�
５

３
３
５
‐
５
２
４
０
へ
（
先
着

順
）

明
る
い
選
挙
推
進
委
員
・

話
し
あ
い
指
導
員
が
決

ま
り
ま
し
た

　
　

・　

年
度
の
明
る
い
選
挙

１４

１５

推
進
委
員
一
一
二
名
と
話
し
あ

い
指
導
員
二
名
が
二
年
の
任
期

で
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
下
表
）

　

推
進
委
員
は
、
有
権
者
の
政

治
意
識
の
向
上
や
明
る
い
選
挙

の
実
現
の
た
め
に
選
挙
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の

身
近
な
問
題
か
ら
政
治
に
つ
い

て
考
え
る
「
話
し
あ
い
の
会
」

の
開
催
、
街
頭
啓
発
活
動
な
ど

区
内
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
話
し

あ
い
の
会
」
に
参
加
し
て
、
推

進
委
員
と
政
治
・
選
挙
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

申

問

時

場
内

師

対
定

費

申

問

問

●急に熱がでた……
休日等夜間急病診療テレホンセンター�３３９１‐１５９９
◆急病に限り、まず電話でご相談ください
　このテレホンセンターで、休日等夜間急病診療所（杉
並保健所２階）や急病診療医療機関（当番制）の紹介を
したり、医師が急病の相談に応じます（聴覚障害者の
方は、ファクスFAX３３９１‐６０９９をご利用ください）。
【診療科目】内科、小児科、外科、耳鼻咽喉科【診療時
間】平日（小児科のみ）：午後７時３０分～１０時３０分／
土曜日：午後１時～１０時／日曜日・祝日・年末年始：
午前９時～午後１０時
●歯が痛いときは……
　歯科休日急病診療所（杉並保健所３階）�３３９８‐５６６６
【診療時間】日曜日・祝日・年末年始：午前９時～午
後５時
●休日等夜間調剤薬局（杉並保健所地下１階）�３３９１
‐５５３９
◆休日等夜間診療所の処方せんを受付けます。
【開設時間】平日：午後７時３０分～１０時３０分／土曜日：
午後１時～午後１０時／日曜日・祝日・年末年始：午前
９時～午後１０時
（注）１．往診は行いません。２．いずれも受診の際は、
健康保険証・老人医療証やその他医療証（コピー不可）
を必ず持参してください。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年４月２１日（日曜日）

�杉並区チャリティーゴルフ大会
　�６月１０日∑午前８時～(区後援）�小金井カントリー倶楽部（小平市御幸町
３３１）�区内在住・在勤および連盟加盟者で、男子３５歳以上、女子２０歳以上の方
�５０００円（別にプレー代２５０００円と食事代、交通費は自己負担）�男子７０名、女
子３０名（先着順）�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日・ＨＣも書いて、
５月２０日（必着）までに区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３‐２）
へ�同事務局�３３３９‐８２２６ FAX ３３３９‐４５４５

�

�ソフトバレーボール　○す教室番号１５５８
　�６月１日～７月６日の毎週土曜日、午前９時～１１時（計６回）�荻窪体育館
�区内在住・在学の小学生（４～６年生）�４０名（抽選）�７００円�往復ハガキ
（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月２日（必着）までに荻窪体育館
（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ�同体育館�３２２０‐３３８１
�卓球　○す教室番号１６０８
　�６月４日～７月２３日の毎週火曜日、午後７時～９時（計８回）�妙正寺体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１６００
円�往復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、５月１１日（必着）まで
に妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ�同体育館�３３９９‐４２２４
�初心者区民乗馬教室
　�A５月２２日～６月１２日の毎週水曜日B５月２３日～６月１３日の毎週木曜日／
いずれのコースも午前１１時～午後０時３０分（区共催）�東京乗馬倶楽部（渋谷区
代々木神園町４‐８）�区内在住・在勤・在学で毎週参加できる健康な方�各１０

時 場
対

費 定
申

問

スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費 申

問

時 場
対 定 費
申

問

時
場

対 定

名（抽選）�２万円�往復ハガキ（４面記入例参照）に希望コース、生年月日・
職業・乗馬歴も書いて、５月８日（必着）までに区馬術連盟・鈴木益太郎（〒１６７
‐００５１荻窪１‐１４‐１５）へ�同連盟・鈴木益太郎�３３９１‐１６９５（午後６時～９
時）
�弓道・アーチェリー認定講習会
　弓道場を利用するには利用証（一定の技量を認定）が必要となります。安全に
利用していただくため、段位などをお持ちでない方は講習会に参加し、認定をお
受けください。認定を受けた方には技量に応じた利用証を発行します。
　�５月２５日º＝弓道、２６日∂＝アーチェリー／いずれも午後１時～５時�上井
草スポーツセンター・弓道場（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）�弓道またはア
ーチェリーの経験のある方�各３６名（先着順）�無料�・�同スポーツセンタ
ー�３３９０‐５７０７（実施日の１週間前までに電話でお申し込みください）�託児
（３歳～就学前）あり

�

�プールで魚釣り
　プールで金魚や 鯉 を釣ることができます。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由で

コイ

す。
　�５月６日¥・１９日∂の午前９時～午
後３時�和田堀公園プール（大宮２‐２
‐１０）�区内在住・在勤・在学の方�各
日１５０名�大人３００円、小人（小・中学
生）１００円※小学生未満無料�当日、直
接会場へ�ú杉並区スポーツ振興財団
�３３１２‐２１１１（区代表）�Aさお、仕掛
け、エサは持ち込み自由、貸出（無料）
もありますB持ち帰り用の入れ物は各自
でご用意くださいC車での来場はできま
せん

費 申

問

時 場
対

定 費 申 問
他

その他　

時
場
対 定
費

申
問

他

競技大会

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、４月２１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。

〈春のイベント〉
申込方法定　　員対　　象時　　間種　　目場　　所月　日

当日受付自由参加

一般区民

午前９時～午後１時バドミントン（無料開放）

体育室

上井草スポーツ
センター（〒１６７
‐００２３上井草３‐
３４‐１
�３３９０‐５７０７）
※駐車場（有料）
があります

５月１２日∂

午後１時～５時卓球＆ラージボール卓球（無料開放）

午後５時～９時バスケットボール（無料開放）

午前９時～午後１時なぎなた（無料開放）

小体育室 午後１時～５時太極拳（無料開放）

午後５時～９時ダンス系（無料開放）

午前９時～午後１時ターゲットバードゴルフ・グラウンドゴルフ（体
験スポーツ）運動場

一般区民（利
用証をお持ち
の方）

午前９時～午後３時弓道（無料開放）
弓道場

午後３時～９時アーチェリー（無料開放）

一般区民

午前９時～午後５時ゲートボール（無料開放）ゲートボール場

午前１１時～午後９時個人利用（無料開放）※１コース水中歩行コースプール

午前９時～午後９時個人利用（無料開放）トレーニングルーム

午前６時～午後９時個人利用ジョギング走路

午後１時～５時パドルテニス・インディアカ・ラージボール卓球
（体験コーナー）体育室荻窪体育館

（〒１６７‐００５１荻
窪３‐４７‐２
�３２２０‐３３８１）

午後５時～９時バスケットボール（無料開放）

午前９時～午後５時ユニカール・シャフルボード（体験コーナー）
小体育室

午後５時～９時ソシアルダンス（無料開放）

午前９時～午後９時武道全般（無料開放）武道場

午後６時１５分～９時バスケットボール（無料開放）永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７�３３２８‐３１４６）

所定の申込用紙（各体育
施設にあります）に記入
の上、５月１０日までに高
円寺体育館へ持参または
郵送

各５０名（ダブ
ルス男女別）

一般区民

午前９時～午後１時パドルテニス（大会）

高円寺体育館
（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１
�３３１２‐０３１３）

　　２６日∂

午後１時～６時バウンドテニス（大会）

当日受付自由参加午後６時～９時バスケットボール（無料開放）

往復ハガキ（４面記入例
参照）に種目名、希望ポ
ジションも書いて、５月
８日までに妙正寺体育館
へ（窓口でも受付）

６０名（９人制）一般区民（４５
歳以上）午前９時～午後５時バレーボール（大会）

体育室

妙正寺体育館
（〒１６７‐００３３清
水３‐２０‐１２
�３３９９‐４２２４）

当日受付自由参加

一般区民

午後５時～９時バスケットボール（無料開放）

往復ハガキに、種目名・
メンバー全員の郵便番号 
・住所・氏名（フリガナ）・
電話番号・希望時間を書
いて、５月８日までに妙
正寺体育館へ

１０枠（１チー
ム４名以上）午前９時～午後７時テニス（無料開放）庭球場

当日受付自由参加一般区民

午前９時～午後０時
３０分フライングディスク（体験交流）

大宮前体育館
（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１
�３３３４‐４６１８）

午後１時～５時インディアカ・ソフトバレーボール（体験交流）

午後５時３０分～９時卓球・バドミントン（無料開放）

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年４月２１日（日曜日）

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万８６２１人（１３３増）
　男　／２４万６４２０人（　８５減）
　女　／２６万２２０１人（２１８増）
世帯／２７万０３２５　（７６９増）

外
国
人
登
録

人口／１万　９４０人（４４減）
　男　／　　５４５１人（１４減）
　女　／　　５４８９人（３０減）
世帯／　　８６９２　（３４減）

１４年４月１日現在、（　）は前月比
総人口／５１万９５６１人（８９増）

◆５月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

９・２３　日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

１６・３０日
午前９時～１０時３０分

１７・３１日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１３日
午後１時１５分～２時

２２日
午前９時～１０時

２３日（保健センター）午前１０時～
１０時３０分・１０日（高南５丁目会館）
午後１時１５分～３時

１０日
午後１時１５分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

７・１４・２１・２８日１０・１３・２０・２７日９・１６・２３・２９日８・１５・２２・２９日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターの２３日、高円寺保健センターの２０日は午後１時から）

２８日（事前申込み制）２７日（事前申込み制）２９日（事前申込み制）２９日（事前申込み制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時まで

１６日
午後１時３０分～３時

２３日
午前１０時３０分～１１時３０分

１０日
午後１時３０分～３時３０分

２日
午前１０時３０分～正午

８日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１３日午後１時１５分～２時３０分
２０日午前９時～１０時３０分　

８・２２日
午前９時～１０時３０分

２１・２８日
午前９時～１０時３０分

２０・２３日
午前９時～１０時３０分

１７・３１日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１１日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、@３３９３‐０３９１へ。歯の健康相談（無料）

２日午後１時３０分～９日午後１時３０分～２４日午後１時３０分～８日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１６日
午後１時３０分～

２７日
午前９時～１０時３０分

３１日
午後１時３０分～

８日午後１時３０分～
２１日午後１時３０分～

１６日午後１時３０分～
２２日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

※１．診断書発行業務の新規受付は３月１３日をもって終了しました。今後は民間医療機関などをご利用ください。２．高円寺保健センターでは１０日ª午後１時３０
分から酒害相談（無料）も行います（電話で予約を）。３．歯科相談は、常時各保健センターで行っています（要電話予約）。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成　

年
第

１４

１
回
定
例
区
議
会
最
終
日
の
３

月　

日
、
帳
簿
の
記
載
義
務
を

１８
軽
減
す
る
修
正
を
し
た
上
で
、

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
景
気
動

向
や
レ
ジ
袋
の
削
減
状
況
な
ど

に
配
慮
し
、
議
会
の
同
意
を
得

る
な
ど
の
区
議
会
の
付
帯
決
議

が
付
さ
れ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
施
行
に
は
国
と
の
同

意
協
議
が
必
要
で
す
。

○
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
は
、

す
ぐ
に
課
税
が
始
ま
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　

「
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
」

の
条
例
は
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
直
ち
に
実
施
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ジ
袋
の
使

用
状
況
や
景
気
の
動
向
を
見
て

施
行
時
期
を
決
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
レ
ジ
袋
の
削
減
を
進
め
ま
し

ょ
う

　

区
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
の
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
早
急
に

（
仮
称
）
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
運
動
や
エ
コ
シ
ー
ル
制
度

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

「
袋
は
い
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

そ
ん
な
一
言
が
多
く
の
人
か
ら

聞
か
れ
る
よ
う
、
レ
ジ
袋
の
削

減
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

�
課
税
課

問

� ������������������������������������������������

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
条
例

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
廃
棄
物
の
減

量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
そ
の
他
環
境

の
保
全
に
係
る
施
策
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
、
地
方
税
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
第
七
百
三
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
買
物
等

の
際
に
譲
渡
さ
れ
る
レ
ジ
袋
に
す
ぎ

な
み
環
境
目
的
税
を
課
し
、
環
境
に
負

荷
を
与
え
る
レ
ジ
袋
の
使
用
抑
制
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

　

一　

商
品　

商
行
為
と
し
て
対
価

を
得
て
行
わ
れ
る
譲
渡
、
貸
付
け
又
は

役
務
の
提
供
を
受
け
た
物
を
い
う
。

　

二　

レ
ジ
袋　

事
務
所
又
は
事
業

所
（
以
下
「
事
業
所
等
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
、
商
品
を
運
搬
す
る
た
め

に
、
無
償
又
は
有
償
で
譲
渡
さ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
手
提
げ
袋
を
い
う
。

　

三　

事
業
者　

個
人
事
業
者
（
事
業

を
行
う
個
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

及
び
法
人
（
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財

団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が

あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
を

い
う
。

（
賦
課
徴
収
）

第
三
条　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の

賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
及
び
杉
並

区
特
別
区
税
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
杉

並
区
条
例
第
四
十
一
号
）
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
例
第
三
条
第
二
項
中
「
入
湯
税
」

と
あ
る
の
は
「
入
湯
税
及
び
す
ぎ
な
み

環
境
目
的
税
」
と
、
同
条
例
第
三
条
の

二
第
一
項
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の

は
「
こ
の
条
例
及
び
す
ぎ
な
み
環
境
目

的
税
条
例
（
平
成
十
四
年
杉
並
区
条
例

第
二
十
七
号
）」
と
す
る
。

（
納
税
義
務
者
）

第
四
条　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
は
、

区
内
の
事
業
所
等
で
商
品
の
引
渡
し

に
伴
い
譲
渡
さ
れ
る
レ
ジ
袋
に
対
し
、

当
該
譲
渡
を
受
け
る
者
に
課
す
る
。

（
課
税
標
準
及
び
税
率
）

第
五
条　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の

課
税
標
準
は
、
事
業
者
か
ら
譲
渡
さ
れ

た
レ
ジ
袋
の
枚
数
と
す
る
。

２　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の
税
率

は
、
レ
ジ
袋
一
枚
に
つ
い
て
、
五
円
と

す
る
。

（
課
税
期
間
）

第
六
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
課
税

期
間
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

業
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
期
間
と
す
る
。

　

一　

個
人
事
業
者　

一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

　

二　

法
人　

法
第
七
十
二
条
の
十

三
に
規
定
す
る
事
業
年
度

（
徴
収
の
方
法
）

第
七
条　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
は
、

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す

る
。

（
特
別
徴
収
の
手
続
等
）

第
八
条　

す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
レ
ジ
袋
を
譲
渡

す
る
区
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
事

業
者
と
す
る
。

２　

前
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
レ

ジ
袋
の
譲
渡
を
受
け
る
者
が
納
付
す

べ
き
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
を
徴
収

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
一
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、

第
六
条
の
課
税
期
間
ご
と
に
当
該
課

税
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
二
月
以

内
（
個
人
事
業
者
に
つ
い
て
は
三
月
以

内
）
に
、
当
該
課
税
期
間
内
に
お
い
て

徴
収
す
べ
き
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税

に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
納
入
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
、

及
び
そ
の
納
入
金
を
納
入
書
に
よ
っ

て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

課
税
標
準
で
あ
る
レ
ジ
袋
の

合
計
枚
数

　

二　

課
税
標
準
に
対
す
る
す
ぎ
な

み
環
境
目
的
税
額

　

三　

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
譲
渡
開
始
の

申
告
義
務
）

第
九
条　

区
内
に
事
業
所
等
を
有
す

る
事
業
者
は
、
レ
ジ
袋
の
譲
渡
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
当

該
事
業
所
等
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
区
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

特
別
徴
収
義
務
者
の
住
所
及

び
氏
名
又
は
名
称

　

二　

事
業
所
等
の
所
在
地
及
び
名

称
　

三　

レ
ジ
袋
の
譲
渡
を
開
始
す
る

年
月
日

　

四　

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
変
更
等
の
申

告
義
務
）

第
十
条　

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
前
条

第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
規
定

す
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
そ
の
変
更
を
生
じ
た
日
か

ら
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
区
長
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

特
別
徴
収
義
務
者
が
レ
ジ
袋
の

譲
渡
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
廃
止
の
日

か
ら
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
区
長
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
の
廃
止
又
は
区
外
移
転
の
場

合
に
係
る
申
告
納
入
の
方
法
）

第
十
一
条　

事
業
を
廃
止
し
、
又
は
区

外
に
事
業
所
等
を
移
転
し
た
事
業
者

は
、
廃
止
又
は
移
転
の
日
か
ら
二
月
以

内
に
、
当
該
廃
止
又
は
移
転
の
日
ま
で

に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
す
ぎ
な
み
環

境
目
的
税
に
つ
い
て
、
第
八
条
第
三
項

の
納
入
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
、
及

び
そ
の
納
入
金
を
納
入
書
に
よ
っ
て

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
税
率
の
表
示
）

第
十
二
条　

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
事

業
所
等
の
見
や
す
い
場
所
に
、
す
ぎ
な

み
環
境
目
的
税
の
税
率
を
表
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
帳
簿
の
記
載

義
務
等
）

第
十
三
条　

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
レ

ジ
袋
の
譲
渡
枚
数
、
す
ぎ
な
み
環
境
目

的
税
額
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

を
帳
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
帳
簿
の
記

載
方
法
は
、
規
則
で
定
め
る
。

２　

前
項
の
帳
簿
は
、
そ
の
記
載
の
日

か
ら
五
年
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
十
四
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
過
料
）

第
十
五
条　

正
当
な
事
由
が
な
く
て
、

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て

帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を

し
た
者
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

違
反
し
て
五
年
間
帳
簿
を
保
存
し
な

か
っ
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に

処
す
る
。

２　

第
九
条
又
は
第
十
条
の
規
定
に

よ
っ
て
申
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、

正
当
な
事
由
が
な
く
て
申
告
を
し
な

か
っ
た
者
は
、
三
万
円
以
下
の
過
料
に

処
す
る
。

（
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の
使
途
等
）

第
十
六
条　

区
長
は
、
区
に
納
入
さ
れ

た
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
額
か
ら
す

ぎ
な
み
環
境
目
的
税
の
賦
課
徴
収
に

要
す
る
費
用
の
額
を
控
除
し
て
得
た

額
を
、
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
そ
の
他
環
境
の
保
全
に
係
る

施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２　

区
長
は
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
レ
ジ
袋
の
使
用
抑
制
を
図

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
条
例
を
施
行
す
る
た
め
に

必
要
な
準
備
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

３　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条

例
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ

の
条
例
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検

討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
こ
の
条
例
の
廃
止
そ
の
他
必
要
な

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

４　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
、
現
に
区

内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
レ
ジ
袋
の
譲

渡
を
し
て
い
る
事
業
者
は
、
第
九
条
の

規
定
に
よ
る
申
告
を
し
た
も
の
と
み

な
す
。

  
す
ぎ
な
み
環
境
目
的
税
条
例

  
に
付
す
る
付
帯
決
議

　

杉
並
区
長
は
、
本
条
例
の
施
行

に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ

い
て
誠
意
を
も
っ
て
対
処
す
べ
き

で
あ
る
。

一　

区
は
、
環
境
施
策
の
全
体
像

を
速
や
か
に
提
示
す
る
と
と
も

に
、
本
条
例
を
廃
棄
物
の
減
量
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
環
と
位
置
付
け
、

区
民
、事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
、

買
物
袋
持
参
運
動
の
推
進
と
レ
ジ

袋
の
使
用
抑
制
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
。

二　

本
条
例
の
実
施
、
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
区
民
、
事
業
者
の
意

見
が
十
分
に
反
映
す
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
納
税
者
で
あ
る
区

民
に
制
度
の
趣
旨
、
内
容
を
周
知

徹
底
す
る
こ
と
。

三　

本
条
例
の
施
行
日
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
経
済
の
状

況
、
買
物
袋
持
参
の
普
及
状
況
や

レ
ジ
袋
を
含
む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
減
量
状
況
を
勘
案
し
た
上
で

議
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
。

四　

本
条
例
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
区
民
に
対
し
て
税
の
使
用
用

途
と
税
の
収
支
結
果
に
つ
い
て
明

示
を
し
、
税
及
び
制
度
に
対
す
る

理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

五　

本
条
例
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
税
の
徴
収
事
務
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
に
考

慮
し
、
特
に
中
小
零
細
事
業
者
た

る
特
別
徴
収
義
務
者
に
つ
い
て
帳

簿
の
記
載
及
び
税
額
納
付
に
つ
い

て
簡
便
な
方
法
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
煩
雑
な
事
務
作
業
の
増

加
に
対
し
て
、
十
分
な
配
慮
と
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
育
指
導
委
員
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
と

し
て
、
助
言
や
案
内
を
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

�
社
会
体
育
係

問〈平成１４・１５年度　体育指導委員〉　
住　所／電話番号氏　名

堀ノ内１‐８‐３‐２０２／３３１１‐１４１５飯島　典子

桃井１‐３４‐２３　３‐３２４／５３８２‐１４５９池上　園美

松ノ木２‐３４‐１７／５９３８‐８６２０伊藤　恒夫

下高井戸５‐４‐４８‐１０２／３３０３‐３４１３井村　浩明

和泉２‐４５‐２７／５９３０‐４７５１入江　能子

上井草１‐１９‐１７／５９３２‐２３８３内田　真澄

和田３‐５２‐９／３３１１‐２７６３大槻　和広

阿佐谷北４‐８‐１６／３３３０‐３６４２風間　健二

成田東５‐４‐２８／５３９７‐１９３３川喜多信一

成田東２‐２９‐１５／３３１２‐４７９２小張賀寿美

南荻窪３‐４‐７／３３３２‐２４０５佐藤志津子

西荻北１‐１７‐１１／３３９９‐４００５杉森　勝彦

本天沼２‐４２‐５／３３９５‐４３８８高山　政敏

高円寺南２‐１４‐１３‐３０１／３３１５‐２３０１長井　哲夫

久我山４‐４７‐１６／３３３４‐９３３７永井　由紀

和泉４‐４７‐３２／５３０５‐２７１８坂野美佐子

宮前２‐２３‐８／３３３１‐０２１５本多　達也

荻窪４‐２１‐２５／３３９１‐６３０２三池田淑子

上荻３‐２１‐１３／３３９９‐４１６９水野　　宏

上荻２‐８‐４／３３９４‐８４４７南　　秀郎

宮前２‐２２‐１７／３３３１‐１８８４森田　武男

　

・　

年
度
体
育

１４

１５

指
導
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た

すす
ぎぎ
なな
みみ
環環
境境
目目
的的
税税
条条
例例
がが

可可
決決
ささ
れれ
まま
しし
たた

e
新
し
い
販
売
協
力
店
で
す

ウ
エ
ダ
サ
イ
ク
ル

（
下
高
井
戸
４
―　

―　
１７

１４

@
３
３
０
３
‐
８
２
１
９
）

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

５月のクリーンサイクルの販売日
５月６日∑午後１時～。のぼり旗のある自転車
販売協力店で。申し込み多数の場合は、抽選。
一台９０００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込
み）
e問い合わせ：ú杉並区障害者雇用支援事業団

@５３８２―２０８１/ＦＡＸ５３８２―２０８３


